
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

小
学
校
が
一
つ
に
統
合
さ

れ
、
通
学
距
離
が
長
く
な
る
な

ど
の
状
況
変
化
の
中
で
、
災
害

時
の
小
学
校
か
ら
地
域
へ
の
児

童
引
き
渡
し
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。 

 

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
考
え
る
こ

と
が
な
か
っ
た
「
学
校
と
地
域
」

が
連
携
し
た
防
災
訓
練
は
極
め

て
重
要
な
こ
と
で
す
。 

昼
間
、
学
校
で
授
業
が
行
わ

れ
て
い
る
時
に
地
震
が
発
生
、

被
害
の
程
度
に
よ
っ
て
は
学
校

か
ら
自
宅
に
帰
る
事
の
出
来
な

い
児
童
が
出
る
事
も
想
定
さ
れ

ま
す
。 

 

職
場
か
ら
戻
る
こ
と
が
難
し

い
保
護
者
へ
児
童
の
安
否
連

絡
、
父
兄
の
状
況
な
ど
学
校
だ

け
で
対
応
は
大
変
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
地
域
と
の
連
携
が
重

要
に
な
り
ま
す
。 

過
去
二
度
の
大
地
震
に
見
舞 

     
わ
れ
、
体
験
し
ま
し
た
が
、
単

純
な
対
策
で
は
対
応
が
出
来
な

い
事
が
多
い
の
で
す
。 

 

訓
練
は
、
非
常
ベ
ル
と
同
時

に
、
各
先
生
方
の
的
確
な
判
断

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
脱
出
し
、
点

呼
。
中
学
校
の
避
難
所
へ
移
動
、

各
町
内
に
分
か
れ
先
生
と
町
内

会
長
（
防
災
責
任
者
）
が
一
緒

に
児
童
の
確
認
、
引
き
渡
し
、

保
護
者
の
到
着
を
待
っ
た
。
そ

の
際
、
児
童
と
町
内
会
長
と
の

面
識
が
な
く
戸
惑
い
も
あ
り
ま

し
た
。 

 

災
害
時
に
は
、
複
数
の
事
態

が
重
な
り
ま
す
が
、
地
域
と
学

校
の
連
携
が
不
可
欠
。
な
お
、

地
域
で
も
い
ろ
い
ろ
な
災
害
場

面
を
想
定
し
、
安
全
、
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

  

北
条
南
小
学
校 

校
長 

斎
喜 

和
彦 

 

学
校
は
、
家
庭
や
地
域
か
ら

お
預
か
り
し
て
い
る
児
童
の
安

全
と
健
康
を
最
優
先
で
守
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 
 

学
校
で
行
う
定
例
の
避
難
訓

練
は
、
火
災
発
生
、
地
震
発
生
、

不
審
者
侵
入
の
三
種
類
の
想
定

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
通
常
は
、

学
校
内
で
始
ま
り
、
学
校
内
で

終
結
す
る
学
校
単
独
の
訓
練
に

な
り
が
ち
で
す
。 

 

今
回
の
避
難
訓
練
で
は
、
北

条
地
区
防
災
本
部
や
町
内
会
、

筑
波
防
災
科
学
技
術
研
究
所
の

御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

本
部
と
の
無
線
連
絡
、
北
条
中

学
校
避
難
所
へ
の
移
動
、
町
内

会
へ
の
児
童
の
引
き
渡
し
訓
練

を
追
加
し
て
行
い
ま
し
た
。 

 

災
害
は
、
い
つ
な
ん
ど
き
発

生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
授

業
日
の
災
害
発
生
、
電
話
や
道

路
が
不
通
に
な
っ
た
状
況
で
、

け
が
人
へ
の
対
応
、
保
護
者
や

地
域
と
の
連
絡
、
引
き
渡
し
を 

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
大
き
な

課
題
で
し
た
。
今
回
の
避
難
訓

練
は
、
地
域
と
の
連
携
の
重
要

性
を
再
確
認
し
た
訓
練
と
な
り

ま
し
た
。 

 

地
域
が
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
支
え
て
く
れ
る
と
い
う
安
心

と
信
頼
の
関
係
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
一
層
の
充
実
を
促
し
ま

す
。
今
後
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
連

携
を
深
め
、
災
害
時
の
行
動
計

画
を
一
層
具
体
化
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

  

「
北
条
毛
利
い
に
し
え
ロ
ー
ド
」 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
完
成
！ 

 
 

 

こ
れ
ま
で
、
地
区
内
の
歴

史
・
史
跡
名
所
・
人
物
・
行
事

等
を
広
く
・
浅
く
紹
介
し
た
マ

ッ
プ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

マ
ッ
プ
の
み
で
の
現
地
探
訪
は

不
可
能
で
し
た
。 

こ
の
た
び
完
成
し
た
も
の

は
、
北
条
城
址
一
帯
を
そ
の
マ

ッ
プ
だ
け
で
安
心
し
て
散
策
で

き
る
よ
う
、
鳥
瞰
図
と
看
板
に

よ
る
ル
ー
ト
案
内
と
北
条
毛
利

氏
に
関
す
る
年
表
を
中
心
に
構

成
し
ま
し
た
。
圧
巻
は
弥
太
郎

さ
ん
手
書
き
の
鳥
瞰
図
で
す
。

希
望
者
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事

務
局
へ
。 

(１) 平成 21 年 10 月５日発行             山   な   み                              第 371 号

ふ れ あ い と 福 祉 の ま ち 北 条 

北 条 地 区
コミュニティ
振 興 協 議 会
TEL25-3355

 
 
 
 
 
 

かとう ゆな

北
条
地
区
災
害
防
災
本
部 

本
部
長 

江
尻 

東
磨 

北
条
城
址
の
「
駅
か
ら
の 

ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
終
え
て 

 

教
育
振
興
室 

室
長 

丸
山 

智
子 

 

九
月
十
二
日
（
土
）
、
Ｊ
Ｒ
と

共
催
の
「
駅
か
ら
の
ハ
イ
キ
ン

グ
」
に
は
、
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座
で
学
ん
だ
二
十

二
名
の
講
座
生
が
ガ
イ
ド
役
と

し
て
活
躍
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
養
成
講
座
の
指
導
者
は

平
原
順
二
氏
。
七
回
の
学
習
会

を
経
て
、
ガ
イ
ド
マ
ニ
ュ
ア
ル

ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
学

び
の
中
か
ら
、
全
国
に
胸
を
張

っ
て
誇
れ
る
歴
史
遺
産
が
あ
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
天
が
味
方
を
し
て
く

れ
た
の
か
、
雨
の
予
報
が
下
山

す
る
ま
で
は
曇
。
本
丸
に
は
サ

プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
「
弥
太
郎
さ

ん
」
が
甲
冑
姿
で
参
加
者
（
１

３
０
名
）
を
待
ち
受
け
て
い
ま

し
た
。
休
憩
所
（
西
方
寺
さ
ん
）

で
は
「
暖
暖
」
名
物
や
特
産
品

の
つ
ら
ら
な
す
等
を
販
売
し
、

北
条
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の

機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

実
施
に
至
る
ま
で
に
は
、
登

山
道
整
備
や
草
刈
等
、
大
勢
の

方
々
の
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 


